
　行政の少子化対策といえば「婚活イベントの
開催」や「婚活アプリの開発」がよく挙げられます。
確かに行政だからこその安心感はあると思います
が、出会い、知人・仲間・友人としての交流などが
あって交際に発展し、結婚に至るケースが多い
ことを考えると、私たちはもっと若者の出会いと
交流を応援する必要があるのではないでしょうか。

　そこで、県では県庁の若手職員によるプロジェクト
チームを作って議論してもらい、かつ県内在住の
若者の意識調査も行った結果、「婚活とは呼称
しない、異業種交流会などの出会いイベントの
開催」を求める声が多いことが分かり、今年度から
取り組みを開始することとしました。

　コロナ禍によって若者もさまざまな活動を制限
された結果、本来はあったはずの出会いの機会も
大幅に減少し、大学などに進学してもサークル活動
もできなかった人たちも多く存在します。

　調査において「結婚相手との出会いのきっかけ」
は「職場や仕事の関係で」の次に「友人や知り合い

を通じて」が多いことからも、友人・知人を作る機会
が少ないことは結婚相手に巡り合う機会も少ない
ということになります。

　また、厚生労働省が実施した意識調査から、「こ
ころの健康によい影響がある存在」として、家族に
加え、学校や職場以外の趣味・社会活動における
友人・知人が多いということも分かりました。若者
の出会いを応援することは交際や結婚を目的と
するものだけでなく、友人や仲間が増えることで
悩みを共有できる相手が増え、精神的な支えにも
なります。

　今後、県では官民を挙げて、さまざまな趣味を
通じて若者が出会い、交流する場を増やしていき
ます。千葉県、日本の未来を担う若者を応援する
ため、皆さまにもご理解いただきたいと思いますし、
周りの若者に声掛けなどいただければ幸いです。
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